[bookmark: _qdst06xz0icv]英会話講師派遣契約書

英会話講師派遣事業者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、英会話講師の派遣を受ける法人又は団体　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が乙に対して英会話講師を派遣し、英語教育及び英会話指導に関するサービスを提供することについて、次のとおり英会話講師派遣契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _ff6oee9fuzvd]第1条（目的）
1. 本契約は、甲が乙の運営する学校、教育施設、企業、各種団体その他の施設に英会話講師を派遣し、乙が指定する受講者に対して英語教育及び英会話指導を実施するにあたり、業務内容、派遣条件、報酬、責任分担その他必要な事項を定めることを目的とする。
2. 甲及び乙は、受講者の英語コミュニケーション能力の向上及び教育活動の充実を図るため、相互に協力し、誠実に本契約を履行するものとする。
3. 本契約に基づく講師派遣は、甲が自己の責任において講師を管理し、英会話指導サービスを提供する業務委託方式を基本とする。ただし、実際の業務運営が労働者派遣に該当する場合には、労働者派遣法その他関係法令に従い、必要な許可及び契約上の措置を講じるものとする。

[bookmark: _k08dvi5eust8]第2条（定義）
本契約において使用する用語の意味は、次のとおりとする。
1. 「派遣講師」とは、甲が雇用し、又は適法な契約関係に基づいて確保した者のうち、本契約に基づく英会話指導を担当する者をいう。
2. 「本業務」とは、派遣講師による英会話指導、授業準備、教材の使用、学習状況の報告その他甲乙間で合意した業務をいう。
3. 「受講者」とは、乙が本業務の対象者として指定する児童、生徒、学生、従業員、会員その他の者をいう。
4. 「派遣先施設」とは、本業務を実施するために乙が指定し、甲が承諾した学校、教室、事業所その他の施設をいう。
5. 「個別契約」とは、派遣講師、授業日時、実施場所、報酬その他具体的な派遣条件について、甲乙間で別途合意する契約をいう。

[bookmark: _dsqrvlg0jlex]第3条（派遣業務の内容）
1. 甲が乙に提供する本業務は、次の各号のうち、個別契約で定めるものとする。
(1) 日常英会話及び実用英語の指導
(2) ビジネス英会話及び職場で使用する英語表現の指導
(3) 幼児、児童、生徒及び学生を対象とする英語教育
(4) 英語による発音、リスニング及びスピーキングの指導
(5) 英語資格試験及び語学試験に関する学習指導
(6) 英語教材、授業資料及び学習課題の作成又は選定
(7) 英語を使用した研修、ワークショップ及びイベントの実施
(8) 受講者の学習状況の確認及び指導報告
(9) その他甲乙間で合意した英語教育関連業務
2. 本業務の具体的な内容、対象者、指導方法及び実施条件は、個別契約又は別紙仕様書に定めるものとする。
3. 甲は、個別契約に定めのない業務について、乙から追加の依頼を受けた場合、その実施の可否、必要な費用及び実施条件を協議するものとする。
4. 乙は、派遣講師に対し、甲乙間で合意していない業務を直接追加してはならない。

[bookmark: _phuqh58isdad]第4条（派遣条件）
1. 本契約に基づく派遣条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	派遣先名称
	

	派遣先所在地
	

	派遣先施設
	

	派遣期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	派遣日
	□ 月　□ 火　□ 水　□ 木　□ 金　□ 土　□ 日

	派遣時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	1回の授業時間
	分

	月間実施回数
	回

	対象者
	□ 幼児　□ 小学生　□ 中学生　□ 高校生　□ 大学生　□ 社会人　□ その他

	受講予定人数
	名

	指導形態
	□ 個別指導　□ グループ指導　□ 集団授業　□ その他

	指導言語
	□ 英語中心　□ 日本語併用　□ その他

	派遣講師数
	名

	その他条件
	


2. 派遣日時、派遣場所又は授業内容を変更する場合、甲乙は事前に協議し、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
3. 乙の事情により予定された授業を実施できない場合の取扱いは、第12条に定めるところによる。

[bookmark: _a6dbshihbuyq]第5条（派遣講師の選定）
1. 甲は、本業務の内容及び受講者の特性を考慮し、必要な英語能力、指導経験及び適性を有する講師を選定するものとする。
2. 甲は、必要に応じて派遣講師の氏名、指導経験、保有資格その他本業務に必要な情報を、本人の同意及び関係法令に従って乙に提供することができる。
3. 乙が派遣講師について合理的な希望条件を提示した場合、甲は可能な範囲でこれを考慮するものとする。
4. 甲は、派遣講師が本業務を適切に遂行できるよう、必要な事前説明及び指導を行うものとする。
5. 派遣講師が外国籍である場合、甲は、当該講師が日本国内において本業務を適法に行うために必要な在留資格及び就労上の条件を確認するものとする。

[bookmark: _o5zaymethx9s]第6条（派遣講師の変更）
1. 甲は、派遣講師の疾病、退職、契約終了、家庭の事情その他やむを得ない理由により、予定された講師を派遣できない場合、速やかに乙へ通知するものとする。
2. 甲は、前項の場合、可能な限り同等の指導能力を有する代替講師を選定するよう努めるものとする。
3. 乙は、派遣講師の指導能力、勤務態度、受講者への対応その他本業務の遂行について合理的な問題が認められる場合、甲に対して講師の変更を申し入れることができる。
4. 甲は、前項の申入れを受けた場合、事実関係を確認し、必要に応じて指導、改善又は講師変更等の措置を講じるものとする。
5. 講師変更により授業内容、派遣日時又は費用に変更が生じる場合、甲乙協議のうえ対応を決定する。

[bookmark: _7301iulkjvd5]第7条（業務遂行及び指揮命令）
1. 甲は、派遣講師に対する業務上の指示、勤務管理、指導方法の管理その他必要な管理を自己の責任において行うものとする。
2. 乙は、授業の目的、希望する教育内容、施設利用上の注意事項その他本業務の実施に必要な事項を、原則として甲の担当責任者を通じて伝達するものとする。
3. 乙は、派遣講師に対して、勤務時間の変更、業務遂行方法の具体的指示、時間外業務の命令その他雇用主としての指揮命令に相当する行為を行わないものとする。
4. 前項にかかわらず、施設内の安全確保、災害時の避難、受講者の保護その他緊急の必要がある場合、乙は派遣講師に対して必要な安全上の指示を行うことができる。
5. 本業務の実態が労働者派遣法上の労働者派遣に該当すると判断される場合、甲乙は本契約による業務の実施を見直し、適法な契約形態及び運営方法に変更するものとする。

[bookmark: _g2iwpxn8iwhz]第8条（甲の義務）
甲は、本契約の履行にあたり、次の各号に掲げる義務を負うものとする。
1. 本業務に適した派遣講師を選定し、適切な指導サービスを提供すること。
2. 派遣講師に対し、必要な業務説明、教育及び指導を実施すること。
3. 授業の品質維持及び改善に努めること。
4. 派遣講師に関する労働関係法令、社会保険関係法令その他適用される法令を遵守すること。
5. 派遣講師による秘密情報及び個人情報の不適切な取扱いを防止すること。
6. 本業務の実施に支障が生じた場合、速やかに乙へ報告すること。
7. 受講者に対する差別的言動、ハラスメントその他不適切な行為を防止すること。
8. その他本契約の目的を達成するために合理的に必要な措置を講じること。

[bookmark: _ctpnqp2h1fsc]第9条（乙の義務）
乙は、本契約の履行にあたり、次の各号に掲げる義務を負うものとする。
1. 本業務の実施に必要な教室、机、椅子、設備その他の教育環境を提供すること。
2. 受講者の人数、年齢、英語習熟度その他授業運営に必要な情報を甲へ提供すること。
3. 派遣講師が安全かつ円滑に授業を実施できるよう、施設の利用条件及び安全管理体制を整備すること。
4. 受講者及び施設関係者による派遣講師へのハラスメントその他不適切な行為を防止すること。
5. 本業務の実施に必要な連絡調整を適切に行うこと。
6. 本契約に定める報酬及び費用を所定の期限までに支払うこと。
7. その他甲乙間で合意した事項を遵守すること。

[bookmark: _ffqtqrd4yd0a]第10条（授業内容及び教材）
1. 本業務に使用する教材、カリキュラム及び指導方法は、甲乙協議のうえ決定するものとする。
2. 甲が独自に作成又は保有する教材、授業資料、指導マニュアルその他の著作物に関する著作権は、甲又は正当な権利者に帰属するものとする。
3. 乙が提供する教材、資料その他の著作物に関する著作権は、乙又は正当な権利者に帰属するものとする。
4. 甲乙は、相手方から提供された教材等を、本業務の実施に必要な範囲を超えて複製、改変、配布、公衆送信又は第三者へ提供してはならない。ただし、事前に権利者の許諾を得た場合はこの限りでない。
5. 本業務のために新たに作成する教材等の著作権の帰属及び利用条件については、個別契約で定めるものとする。
6. 甲乙は、第三者の著作物を利用する場合、必要な権利処理を行うものとする。

[bookmark: _zf1fs39ds65r]第11条（派遣料金及び支払条件）
1. 乙は、甲に対し、本業務の対価として、次の条件に従い派遣料金を支払うものとする。
	項目
	金額・条件

	派遣料金
	□ 1時間あたり　□ 1回あたり　□ 月額固定

	基本料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	追加授業料金
	金　　　　　　　　　円（税込）／回

	延長料金
	金　　　　　　　　　円（税込）／時間

	交通費
	□ 派遣料金に含む　□ 実費精算　□ 別途定額

	教材費
	□ 派遣料金に含む　□ 別途請求

	その他費用
	

	締日
	毎月　　　　　日

	支払期限
	□ 当月末　□ 翌月末　□ その他（　　　　　）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ その他（　　　　　）

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 甲は、個別契約に定める条件に従い、乙に対して請求書を発行するものとする。
3. 乙は、請求書の内容を確認し、所定の期限までに派遣料金を支払うものとする。
4. 派遣料金の変更が必要となった場合、甲乙は事前に協議し、変更内容を書面又は電磁的方法により合意するものとする。
5. 乙が支払期限までに派遣料金を支払わない場合、甲は相当の期間を定めて催告し、なお支払がないときは、本業務の提供を停止することができる。
6. 支払遅延が生じた場合、乙は、法令に反しない範囲で、別途合意した利率又は法定利率による遅延損害金を支払うものとする。

[bookmark: _nfkyx6bv2xly]第12条（授業のキャンセル及び振替）
1. 乙が予定された授業をキャンセルする場合、原則として授業開始予定時刻の　　　　　時間前までに甲へ通知するものとする。
2. 乙の都合によるキャンセルについては、次の条件を適用する。
	キャンセル時期
	キャンセル料金

	授業実施日の7日前まで
	無料

	授業実施日の6日前から3日前まで
	予定授業料金の　　　　　％

	授業実施日の2日前から前日まで
	予定授業料金の　　　　　％

	授業当日
	予定授業料金の　　　　　％

	無断キャンセル
	予定授業料金の　　　　　％


3. 甲の責めに帰すべき事由により授業を実施できなかった場合、乙は当該未実施授業に相当する料金を負担しないものとする。ただし、甲乙が振替授業の実施について合意した場合は、この限りでない。
4. 派遣講師の疾病、交通機関の遅延その他やむを得ない事情により授業の実施が困難となった場合、甲は速やかに乙へ連絡し、代替講師の派遣又は振替授業の実施について協議するものとする。
5. 天災地変、感染症の流行、行政機関による指示その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事情による授業中止については、第19条の定めに従うものとする。
6. キャンセル料金については、実際に生じる損害、講師の手配状況その他の事情を考慮し、甲乙間で合理的な条件を設定するものとする。

[bookmark: _96tht0xod7a8]第13条（授業の実施報告及び品質管理）
1. 甲は、乙から合理的な要請があった場合、授業の実施状況、指導内容及び受講者の学習状況について報告するものとする。
2. 甲は、必要に応じて派遣講師の指導状況を確認し、教育サービスの品質維持及び改善に努めるものとする。
3. 乙は、授業内容又は派遣講師の指導について改善を希望する場合、具体的な内容を甲に通知するものとする。
4. 甲は、前項の通知を受けた場合、事実関係を確認し、必要に応じて指導方法の改善その他適切な措置を講じるものとする。
5. 甲は、特定の英語資格試験の合格、英語能力の向上その他一定の学習成果について、個別契約に明示的な保証がない限り、その達成を保証するものではない。
6. 前項の規定は、甲が本契約に従って適切な教育サービスを提供する義務を免除するものではない。

[bookmark: _eiitrkhywvpe]第14条（安全管理及び事故対応）
1. 甲及び乙は、本業務の実施にあたり、受講者及び派遣講師の生命、身体及び財産の安全確保に努めるものとする。
2. 乙は、派遣先施設の設備、避難経路、防災体制その他施設管理上必要な事項について、甲又は派遣講師に適切な情報を提供するものとする。
3. 甲は、派遣講師に対して、授業中の安全確保、受講者への適切な対応及び緊急時の連絡方法について必要な指導を行うものとする。
4. 本業務の実施中に事故、負傷、急病その他の緊急事態が発生した場合、甲乙は速やかに相互に連絡し、救急要請、応急措置その他必要な対応について協力するものとする。
5. 事故等により損害が発生した場合、その責任の有無及び範囲は、事故の原因、甲乙それぞれの管理責任及び関係法令に基づき判断するものとする。

[bookmark: _uece1xiw83v6]第15条（未成年者への指導）
1. 本業務の対象に未成年者が含まれる場合、甲及び乙は、その年齢、発達段階及び安全上の必要性を考慮し、適切な教育環境の確保に努めるものとする。
2. 甲は、派遣講師に対し、未成年者への不適切な身体接触、暴言、威圧的言動、差別的取扱い、性的言動その他権利利益を侵害する行為を禁止するものとする。
3. 乙は、未成年者の出欠管理、保護者との連絡、施設への入退室管理その他の管理業務について、個別契約で定める役割分担に従い対応するものとする。
4. 派遣講師は、乙及び保護者の必要な承諾を得ることなく、未成年者を施設外へ連れ出し、又は私的な連絡先の交換その他本業務と無関係な接触を行ってはならない。
5. 未成年者に対する不適切な行為が疑われる場合、甲乙は速やかに事実関係を確認し、必要に応じて講師の交代、授業の停止、関係機関への連絡その他適切な措置を講じるものとする。

[bookmark: _4gcb749klq4]第16条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本契約の履行に関連して相手方から開示された営業上、教育上、技術上その他の非公開情報のうち、秘密である旨が明示された情報又は開示の状況から合理的に秘密と認識できる情報（以下「秘密情報」という。）を、相手方の事前の承諾なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 次の各号に該当する情報は、秘密情報から除外する。
(1) 開示時点ですでに公知であった情報
(2) 開示後、受領者の責めによらず公知となった情報
(3) 開示前から受領者が適法に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく取得した情報
(5) 秘密情報を利用せず独自に作成又は取得した情報
3. 甲及び乙は、秘密情報を本契約の履行に必要な範囲でのみ使用するものとする。
4. 甲及び乙は、自己の役員、従業員、派遣講師その他本業務に関与する者に対し、必要な範囲で秘密情報を開示することができる。この場合、開示を受ける者に適切な秘密保持義務を課すものとする。
5. 法令又は公的機関の適法な命令に基づき秘密情報の開示が必要となった場合、開示を受けた当事者は、必要最小限の範囲で開示することができる。
6. 本条の秘密保持義務は、本契約終了後も　　　　　年間存続するものとする。ただし、法令上保護される個人情報及び営業秘密については、適用法令に従うものとする。

[bookmark: _9dszld13fcm4]第17条（個人情報の取扱い）
1. 甲及び乙は、本業務に関連して取得する受講者、保護者、派遣講師その他関係者の個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令を遵守し、適切に取り扱うものとする。
2. 個人情報の取得及び利用は、本業務の実施、受講者管理、連絡調整、安全管理その他事前に特定した利用目的の達成に必要な範囲に限るものとする。
3. 甲及び乙は、個人情報への不正アクセス、漏えい、滅失又は毀損を防止するため、必要かつ適切な安全管理措置を講じるものとする。
4. 甲及び乙は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、必要な本人の同意又は適法な根拠なく個人情報を第三者へ提供してはならない。
5. 個人情報の漏えいその他の事故が発生した場合、当該事故を認識した当事者は、速やかに相手方へ通知し、被害拡大防止及び原因調査に協力するものとする。
6. 本契約終了後、甲及び乙は、法令上保存が必要な情報を除き、相手方から提供された個人情報について、合意した方法に従い返還、削除又は廃棄するものとする。

[bookmark: _89o6puw1xrno]第18条（再委託）
1. 甲は、本業務の全部又は重要な一部を第三者へ再委託する場合、事前に乙の書面又は電磁的方法による承諾を得るものとする。
2. 甲は、再委託先に対して、本契約に基づく秘密保持、個人情報保護、安全管理その他必要な義務を遵守させるものとする。
3. 甲は、再委託先の行為について、自己の行為と同様に乙に対して責任を負うものとする。
4. 再委託に伴い派遣講師又は業務内容に変更が生じる場合、甲は事前に乙へ説明するものとする。
5. 再委託を行う場合においても、甲乙は労働者派遣法、職業安定法その他関係法令に違反する取扱いを行ってはならない。

[bookmark: _er1enjkjk13a]第19条（不可抗力）
1. 天災地変、感染症の流行、戦争、暴動、交通機関の大規模な停止、行政機関による命令その他当事者の合理的な支配を超える事由により本契約の履行が困難となった場合、当該当事者は、速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 前項の事由により本業務を実施できない場合、甲乙は授業の延期、振替、オンライン授業への変更その他合理的な代替措置について協議するものとする。
3. 不可抗力により履行できなかった義務については、関係法令に従い、当該当事者は責任を負わないものとする。ただし、不可抗力発生前に生じた支払義務については、この限りでない。
4. 不可抗力の状態が　　　　　日以上継続し、本契約の目的を達成することが困難となった場合、甲又は乙は相手方に通知することにより、本契約の全部又は一部を終了させることができる。
5. 前項による終了時の精算については、履行済みの業務、発生済みの費用及び関係法令を考慮して協議するものとする。

[bookmark: _14b04gg6fja9]第20条（禁止事項）
甲及び乙は、本契約の履行にあたり、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 相手方又は派遣講師の信用若しくは名誉を不当に毀損する行為
2. 受講者、派遣講師その他関係者に対する差別、暴力、威嚇、ハラスメントその他不適切な行為
3. 相手方の秘密情報又は個人情報を不正に取得、使用又は開示する行為
4. 相手方の教材、商標、著作物その他の知的財産を無断で利用する行為
5. 本契約の履行に関連して法令に違反する行為
6. 相手方の事業運営又は教育活動を不当に妨害する行為
7. その他本契約の目的に反する重大な行為

[bookmark: _h6r41g1fk3qs]第21条（派遣講師との直接契約）
1. 乙が本契約に基づいて紹介又は派遣された講師と直接雇用契約、業務委託契約その他の契約を締結することを希望する場合、乙は事前に甲へ通知し、必要に応じて協議するものとする。
2. 甲及び乙は、派遣講師本人の職業選択の自由及び適用される労働関係法令を尊重するものとする。
3. 講師の紹介又は採用に関して手数料その他の費用が発生する場合、その適法性及び金額について別途書面により合意するものとする。
4. 本条は、法令に反して派遣講師の就業又は転職を制限するものではない。

[bookmark: _gev0bh3ypsmb]第22条（契約期間及び更新）
1. 本契約の有効期間は、　　　　年　　　月　　　日から　　　　年　　　月　　　日までとする。
2. 本契約の更新については、次のいずれかを適用する。
□ 期間満了をもって終了する。
□ 期間満了日の　　　　　日前までに甲乙いずれからも書面又は電磁的方法による更新拒絶の通知がない場合、同一条件で　　　　　か月間更新する。
3. 契約更新にあたり、派遣料金、授業内容、派遣日時その他の条件を変更する場合、甲乙は事前に協議し、合意するものとする。
4. 個別契約の有効期間が本契約の期間を超える場合、その取扱いについて甲乙は別途協議するものとする。

[bookmark: _ep8ariyb5viv]第23条（中途解約）
1. 甲又は乙は、やむを得ない事情により本契約を中途解約する必要が生じた場合、原則として解約希望日の　　　　　日前までに相手方へ書面又は電磁的方法により通知するものとする。
2. 前項による解約に際し、甲乙は、実施済みの授業、確定済みの講師手配、教材費その他の費用について協議し、合理的な精算を行うものとする。
3. 中途解約に伴う損害賠償の有無及び範囲については、解約理由、履行状況及び関係法令に従うものとする。
4. 本条は、民法その他関係法令に基づく解除権又は解約権の行使を妨げるものではない。

[bookmark: _x8f24ao0f5yq]第24条（契約解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反した場合、相当の期間を定めて是正を求め、当該期間内に違反が是正されないときは、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 前項にかかわらず、相手方が次の各号のいずれかに該当する場合、甲又は乙は、法令に従い、催告を要することなく本契約を解除することができる。
(1) 本契約に関する重大な違反があり、契約の継続が困難となった場合
(2) 支払停止、支払不能、破産手続開始、民事再生手続開始その他これらに類する事由が生じた場合
(3) 重大な法令違反又は不正行為が認められた場合
(4) 相手方の信用を著しく毀損する行為があった場合
(5) 本契約の履行に必要な許可、資格その他の法的要件を欠くこととなった場合
(6) その他本契約の継続を著しく困難にする重大な事由が生じた場合
3. 本条に基づく解除は、解除した当事者が相手方に対して有する損害賠償請求権を妨げないものとする。
4. 契約解除時の未払料金及び履行済み業務の精算については、関係法令及び本契約の定めに従うものとする。

[bookmark: _5ybaxfubjbyp]第25条（損害賠償）
1. 甲又は乙は、自己の責めに帰すべき事由により本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、関係法令に従い、その損害を賠償する責任を負うものとする。
2. 損害賠償の範囲は、原則として相当因果関係のある通常損害とし、特別な事情によって生じた損害については、法令に従い判断するものとする。
3. 甲及び乙は、損害の発生又は拡大を防止するため、合理的な措置を講じるものとする。
4. 派遣講師の行為によって第三者に損害が生じた場合、甲乙は、当該行為の内容、管理状況、指揮命令関係その他の事情を確認し、法令上の責任に応じて対応するものとする。
5. 本契約のいかなる規定も、故意又は重大な過失による責任その他法令上免除することが認められない責任を免除するものではない。

[bookmark: _6kr6tudli1v]第26条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら及びその役員等が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力に対する資金提供、便宜供与その他の関与を行わないものとする。
3. 甲又は乙が前2項に違反した場合、相手方は、催告を要することなく本契約を解除することができる。
4. 前項に基づく解除によって生じた損害については、関係法令に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _yt6ze7mi4acz]第27条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、相手方の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本契約上の地位又は本契約に基づく権利義務の全部若しくは一部を第三者へ譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。ただし、法令に別段の定めがある場合は、この限りでない。

[bookmark: _bs0xvuim9qcx]第28条（契約内容の変更）
1. 本契約の内容を変更する場合、甲乙は協議のうえ、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
2. 甲乙間の口頭による連絡又は一方的な通知のみをもって、本契約の重要な条件が当然に変更されるものではない。
3. 個別契約と本契約の内容に相違がある場合、当該個別契約について明示的に異なる定めをした事項に限り、個別契約の内容を優先するものとする。ただし、強行法規に反する場合は、この限りでない。

[bookmark: _8lx3ea399fbp]第29条（契約終了後の措置）
1. 本契約が終了した場合、甲及び乙は、未払料金、教材、貸与物品、秘密情報及び個人情報その他本業務に関連する事項について、必要な精算及び返還等を行うものとする。
2. 甲は、乙から貸与された教材、設備、資料その他の物品について、乙の指示に従い返還するものとする。
3. 乙は、甲から貸与された教材、資料その他の物品について、甲の指示に従い返還するものとする。
4. 本契約終了後も、その性質上存続すべき秘密保持、個人情報保護、知的財産権、損害賠償、紛争解決その他の条項は、必要な範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _yb10gevbj7r9]第30条（協議事項）
1. 本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲及び乙は、信義誠実の原則に従い、協議のうえ円満な解決を図るものとする。
2. 甲乙は、本契約の履行に関連して法令改正その他重要な事情の変更が生じた場合、必要に応じて契約内容及び運営方法を見直すものとする。

[bookmark: _44304pav2w0j]第31条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関連して紛争が生じた場合、甲乙はまず誠実な協議による解決を図るものとする。
3. 協議によって解決しない場合、　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を、訴額に応じた第一審の専属的合意管轄裁判所とする。ただし、関係法令により専属管轄が定められている場合は、その定めに従うものとする。

[bookmark: _wbxysuec6tdk]
[bookmark: _f99cp9ou0p0d]
[bookmark: _pnox8hhadzvx]
[bookmark: _vjnq0tx5fosi]
[bookmark: _vcwy4hg6ltli]
[bookmark: _owhmo54dutw0]
[bookmark: _15hjc43txfbz]
[bookmark: _tnlvbvxk45b2]
[bookmark: _m097qvmr11vv]契約締結欄
甲及び乙は、本契約の内容を十分に確認し、合意した証として、本書2通を作成し、記名押印又は署名のうえ、各自1通を保有する。
なお、電子契約によって締結する場合は、電磁的記録を作成し、甲乙が合意した電子署名その他適切な方法により契約を成立させ、各自当該記録を保存するものとする。

契約締結日：　　　　年　　　月　　　日

甲（英会話講師派遣事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（派遣先法人・団体）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _eucbal2pdu2a]
[bookmark: _uh53zgyol5qi]別紙：英会話講師派遣個別契約書
甲及び乙は、英会話講師派遣契約書に基づき、次の個別条件について合意する。
	項目
	内容

	個別契約番号
	

	派遣先施設名
	

	派遣先住所
	

	担当講師氏名
	

	講師の資格・経験
	

	指導対象
	

	受講者人数
	名

	指導内容
	

	使用教材
	

	授業実施期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	授業実施曜日
	

	授業開始時間
	時　　　分

	授業終了時間
	時　　　分

	1回の授業時間
	分

	月間授業回数
	回

	派遣料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	交通費
	

	教材費
	

	キャンセル条件
	

	緊急連絡先
	

	その他特記事項
	



個別契約締結日：　　　　年　　　月　　　日

甲（英会話講師派遣事業者）：　　　　　　　　　　　　　　

乙（派遣先法人・団体）：

